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１ 周遊観光の現状
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１ 周遊観光の現状

⑴ 周遊観光の必要性
第二次長崎市観光・MICE戦略におけるＫＧＩ・ＫＰＩ達成のため、訪問客数の増加はもとより、滞在の延伸・旅行消費額の増加

および市内全域への経済波及を目指し、回遊観光を推進するもの。
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１ 周遊観光の現状

観光トレンドの変化

⑵ 背景
ア 観光トレンドの変化

観光客トレンドは、団体旅行から、個人・小グループに、観光客を受け入れる側の住民との交流やその地域ならではの体験を
求める着地型旅行に嗜好が変化してきている。

個人客・団体客の推移（令和7年長崎市観光統計）
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１ 周遊観光の現状

イ 長崎市への訪問手段の変化

令和7年 令和元年
（西九州新幹線開業前）

（令和7年長崎市日本人観光動向調査）
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１ 周遊観光の現状

ウ 長崎市における宿泊数と宿泊数別の旅行消費額
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１ 周遊観光の現状

エ 市内における訪問先
訪問客が実際に訪問した、または訪問予定であると回答した訪問先は、軍艦島を除き、旧合併町及び市内東部の回答が少ない。

東部旧合併町 旧合併町 7



２ 周遊促進の取組み
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9

ア 旅マエ・旅ナカプロモーション ー長崎市観光公式サイトー

(ア） サイト概要

観光スポットやイベント情報のほか、モデルルートや映画やドラマの舞台地巡
り（聖地巡礼）の紹介も行っている。

２ 周遊促進の取組み

⑴ 国内

モデルコース紹介ページ

ロケ地巡り紹介ページ

・主に東京、大阪、福岡居住の「クリエイティブクラス、Z世代、富裕層」に向けた
クロスメディアプロモーションを実施。
・WEB広告は主に「travel nagasaki」サイト、instagramのほかイベントへ
誘導。
・ 「長崎市観光マスターブランド」を企画の軸に据え、世界遺産、夜景、魚を中
心としたグルメ、自然、恐竜のほか、ランタンフェスティバルといった長崎市の
魅力を十分に理解した、長崎市ならではの企画設計を行い宣伝を行った。
・冬季の閑散期対策としてOTAを活用した 施策を企画し、年間を通じた長崎
市への訪問客獲得を目指す施策を実施した。
・シーズンプロモーション、季節のおすすめ集積ページを制作、公開した。

「編集部が行く！」 
６記事

(イ） 取組実績 
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ア 旅マエ・旅ナカプロモーションーInstagramー

(ア） Instagram 概要

２ 周遊促進の取組み

⑴ 国内

長崎市公式観光Instagraｍでは、写真、動画を活用し、長崎の旬の魅力をタイムリーに発信
しており、周遊情報も発信している。

Instagram

(イ） 取組実績
Instagramキャンペーン

・旅マエから旅ナカにかけた情報訴求を目的に、
Instagramを第2の主要プラッフォームとし
て確立すべく運用を強化。

・既存コンテンツの再編集に加え、イベント情報
や季節性の高い投稿を継続的に実施し、ユー
ザーとの接点拡大および共感形成を図った。

・デジタル広告の実施。

・インスタグラムフォロワー拡大施策の実施。
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イ 長崎さるく

２ 周遊促進の取組み

観光DXの推進 民間活力を生かした新たな魅力の創造市民参画によるシビックプライドの醸成

「長崎さるく」20周年を契機として、関係団体と連携した市民参画の促進によりシビックプライドの醸成を図る。あわ
せて、多様なニーズに応じた新コンテンツの創出し、提供することで、まち歩き観光の魅力向上と受入態勢の強化、来
訪動機の創出につなげる。

（ア）事業目的

（イ）事業内容

・まち歩き団体等による20周年限定コースの実施
・脱炭素に配慮した環境配慮型ナイトさるく
・高校生による車いすさるく
・若者による問いと対話を重視したプログラム
・既存行事とのタイアップイベント

デジタルコンテンツを活用したさるく
・フリーさるく
・デジタルさるく
・平和に関するインプットとアウト
プットを意識した没入体験型さるく

JR九州とタイアップ
した駅長さるく

ｂ 機運醸成

Ｃ 周知広報

・20周年特設webページの制作
・まち歩きガイドブック（カレンダー）制作
・ポスター・チラシ制作配布

・オープニングイベント（5月23日実施）、クロージングイベントの実施
・20周年PR装飾バナー制作（長崎駅東西軸バナー・懸垂幕：市役所吹き抜け）
・まちあるきセミナーの開催

ａ 20周年関連施策の実施
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ウ 長崎ランタンフェスティバルにおける回遊促進策

（ア）スタンプラリー

観光アプリ（ゼンリンの「STLOCAL」）を活用したデジタルスタンプラリーや人気アニメとコラボしたアナログ
スタンプラリーを実施。これにより、新地中華街や中央公園などの会場のほか、周辺の主要観光スポットへの回遊
を促し、体験価値の向上と分散型観光が図られている。
・デジタルスタンプラリー合計参加者数：7,949名（うち5か所以上巡回人数：5,324名〈回遊率71.1％〉）

（イ）手持ちランタン

写真映えの良い手持ちランタンを持って「夜のまちを歩くこと自体」がコンテンツとなっており、光の波及によ
る夜間の景観魅力の向上につながっている。また、つきまち横丁と連携した、手持ちランタンを持参することでド
リンクサービスが受けられる等の体験型企画の実施により、夜間の回遊行動と飲食消費の創出も図られている。
・つきまち横丁との連携キャンペーン参加者数：約800名

手持ちランタンスタンプラリー

２ 周遊促進の取組み

12



エ 総合観光案内所

２ 周遊促進の取組み

（ア）観光案内業務

  ・観光施設やイベントなどの情報提供
  ・各観光施設への行き方の案内
  ・定期観光バスの案内
  ・観光タクシーの案内
  ・当日開催されているイベントの案内 等

（イ）各種チケット販売

  ・路面電車1日乗車券
  ・路線バス１日乗車券

（ウ）手ぶらで長崎観光

  荷物１個につき1,000円（税込）で、申し込み当日の14時までにお預かりした手荷物を
  18時までに指定宿泊施設にお届け

（エ）車いす・ベビーカーのレンタル

  ・車椅子
      〇料金 1,100円/日 ＋550円で宿泊可能
  ・ベビーカー
      〇料金 最初の1ｈ 250円 以降30分毎150円

12時間最大料金 2,000円
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オ ＭａａＳ※（ゼンリンの「STLOCAL」を活用）

２ 周遊促進の取組み

観光政策課

（ア）周遊電子チケットの発行
観光施設を徒歩や公共交通で回るエリアに特化したセットメニュー

①ながさき観光選べるセットチケット

 行きたい施設をアプリ内で組み合わせる割引セット

②山手おさんぽ周遊チケット

南山手エリアの主要観光施設がセットになった徒歩圏内周遊パス

 ③1日乗車券や24時間乗車券の販売

路面電車・長崎バス

（イ）旅するビンゴ

行きたい観光施設・スポットや飲食店を事前に9か所登録し、その場所に訪れて位置情報でチェックインするこ

とでマスを開いていく。マスが縦・横・斜めに揃うとアプリ内にポイントがたまっていく仕組みとなっている。

ポイントは、アプリ内でルーレットに挑戦が出来、現地で使えるお得なクーポンが当たるチャンスがあります。

（ウ）スタンプラリー

観光アプリ（ゼンリンの「STLOCAL」）を活用した市内大規模デジタルスタンプラリー（GO！GO!スタンプラ

リー）市内約250か所の観光スポット・商業施設・飲食店などを対象として回遊を促進
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※「ＭａａＳ」とは、「Mobility as a Service（モビリティ・アズ・ア・サービス）」の頭文字をとった言葉で、
様々な交通手段やサービスの検索・予約・決済などを一括して行うことができる仕組み



ア 多言語観光サイト「Discover Nagasaki」の運用

（ア）事業目的

長崎県観光連盟が運用する多言語観光サイト「Discover Nagasaki」と連携し、インバウンド訪問客に対して

有益な長崎市の情報を公開、訴求することで訪問意欲を高めるとともに、誘客を促進する。

（イ）事業内容
旅マエの訪問予定客の誘客や旅ナカの訪問客の行動変容につなげるため、被爆80周年を契機として、平和を

テーマとして制作した特集記事への誘導を目的としたバナー広告や長崎市の記事の充実を図った。

【参考】Discover Nagasaki

２ 周遊促進の取組み

和に出合う、長崎散策コース 巡って感じる、長崎和華蘭 半日旅コース

⑵ インバウンド
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長崎港クルーズ客船受入委員会が運営しており、通訳ボランティア及び大学生等の協力を
いただきながら運営している。

(ア) 外国語による観光案内
対応言語：英語、中国語、ドイツ語
人 数：５～10人体制

(イ) 外国語観光マップの提供
対応言語：英語、中国語、韓国語、ドイツ語、フランス語

２ 周遊促進の取組み

インフォメーションの様子

観光マップ

イ クルーズ客船インフォメーション

〇乗客の上陸観光の傾向について（参考）
欧米系の乗客
・個人行動が多く、オプショナルツアーへの参加は少ない。

中国系の乗客
・ツアーバスによる団体行動が依然として多いが、個人行動が増えつつある。
・主な訪問地は平和公園、郊外の免税店のほか、出島バス乗降場で降車し、

新地橋広場から徒歩で新地中華街や浜町へ向かっている。
・いわゆる爆買いといわれる購買行動は近年縮小傾向にある。
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ウ 高付加価値コンテンツ

２ 周遊促進の取組み

⑵ インバウンド

（ア）事業概要

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産や明治日本の産業革命遺産など長崎の多様な歴史、文化、食等の資源を

活かし、インバウンド訪問客向けの高付加価値な長期滞在につながる体験コンテンツの造成を行い販売することで、

インバウンドの訪問客満足度の向上と消費拡大を図り、民間事業者の稼ぐ力を向上させ観光消費額を向上させる。

（イ）運営体制

R5～R6年度 ・地域の事業者と連携した長期滞在型モデルプランの造成
・専門家によるモニターツアーを実施しブラッシュアップ

（外海・出津エリア）6事業者 5コンテンツ （中心部エリア）15事業者 11コンテンツ

R7年度 ・事業者向けセミナー等による受入環境整備
・FAMツアー等を通じた高付加価値コンテンツの造成・磨き上げ
・販促ツールの整備、旅行会社等との商談・ネットワーク構築によるBtoB販促の強化
・OTA等を活用した販売チャネルの拡充とデイツアーとして商品化しOTAでの販売を開始

（販売・予約実績）11件 5,244千円

R8年度 ・OTAを活用したインバウンド旅行客誘客に関するセミナーの実施や伴走支援を継続的に実施
（販売・予約実績）46件 （消費合計総額）16,631千円 ※R8.9.30現在

【DMO】コンテンツの造成・磨き上げ、セールス、販売、事業者への伴走支援 等

（ウ）実績・現状
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エ 英語ガイド「Nagasaki Crew」

クルーズ客船等によるインバウンド訪問客のまちなかへの回遊を促し、滞在時間の延長や観光消費の拡大に

つなげるため、有償英語ガイド「Nagasaki Crew」を育成している。歴史・文化・地理に関する知識習得や実地

研修を実施し、世界遺産の価値や歴史的背景、その背景にある地域の暮らしやストーリーを分かりやすく伝え

ることで、長崎の魅力をより深く体感できる受入体制の強化を図っている。

（ア）事業概要

（イ）運営体制

（ウ）実績・現状

これまで、R6年度に1期生20名、R7年度に2期生24名を育成し、R8年

度においても3期生の育成を推進するとともに、修了者に対する継続

的なフォローアップを行い、稼働ガイド数の拡大及びガイドの品質の

向上を図る。

【DMO】新規ガイドの育成、既存ガイドのフォローアップ研修、

 高付加価値コンテンツとの連携 等

１期生のフォローアップ研修

２ 周遊促進の取組み

⑵ インバウンド
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外国人観光客の市内周遊を促進するため、多言語案内板や公衆無線LANの整備をはじめとした受入環境の充実に取り組
んでいる。 観光・交通情報を多言語で提供することで、外国人観光客の移動に伴う不安や障壁を軽減し、市内観光地間の回
遊性向上を図っている。

(ア) 多言語案内板
主要観光施設最寄り・交通要衝地の路面電車電停、バス停に設置し、観光地への２次交通の案内を表示

２ 周遊促進の取組み

オ 多言語案内板

(イ) 公衆無線LAN
（設置個所）
・主要観光施設（グラバー園、平和公園、長崎駅周辺 など）
・路面電車電停

路面電車電停 多言語案内板 バス停 多言語案内板 19

⑵ インバウンド



２ 周遊促進の取組み

ア MICE参加者への回遊促進策

⑶ MICE

（ア）事業目的・概要

ＭＩＣＥ誘致の最大の目的は、交流人口拡大に伴う外貨獲得による域内経済の波及効果の最大化にある。
そのため、文化財など歴史・文化資産や商店街、公園など長崎らしさを感じられる特別な場所（ユニークベニュー）

を活用して、レセプションなどのイベントを開催するなど、まちへの回遊促進する「まちＭＩＣＥ」の取組みを実施。

大会学会参加者向け「長崎満喫情報サイト」ＷＥＢページ
の制作（観光・グルメ情報なども網羅）

ａ 旅マエ・旅ナカでの情報発信

ｂ ＤＭＯにおけるワンストップサービスによる企画・提案

・ユニークベニューの紹介
・エクスカーションの企画・提供 など

（イ）取組内容

「まちMICE」の取組イメージ図
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２ 周遊促進の取組み

イ 電子マネーによる実証実験

⑶ MICE

（ア）実施目的

出島メッセ長崎で開催された「第32回日本病院総合診療医学会学術総会」参加者に電子マネー3,000円を付与し、

市内34飲食店での消費促進と経済波及の検証を目的として実施した。

（イ）実施期間 令和８年２月18日～20日

（ウ）対象となる学会参加者 1,510人

（エ）対象者数 200人

（オ）結 果

  ・決済は83件（利用率42％）、総額213,880円となり、昼よりも夜の利用が多かった。

・特に夜間は付与額上限の3,000円決済が6割以上を占めた。

・利用は中華・台湾料理や居酒屋など夕食利用に適した業態に集中した。

・立地では会場・宿泊施設に近い店舗への利用が多かった。

・一方で、店舗数が多い街なかエリアでも利用件数は限定的であった。
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２ 周遊促進の取組み

イ 電子マネーによる実証実験

⑶ MICE

（カ）仕組みのフロー図

デンソーウェーブ社がサービス提供する電子マネーを学会参加者に配布することで、参加店へ送客を行うとともに、決済利用
データから利用者動向を可視化、まちなかへの波及効果を測定した。
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２ 周遊促進の取組み

ウ MICE参加者に対する飲食店等紹介

⑶ MICE

（イ）取組内容

WEBページ 紙冊子

ａ WEBページでの情報発信
・大会学会参加者向け「長崎満喫情報サイト」WEBページ
で、グルメ情報を提供（観光・グルメ情報なども網羅）

・朝食、ランチ、夕食とシーン別での紹介
・地図上の店舗位置とともに各店舗で詳細情報を紹介
・冊子としても発刊している「ながさきグルメ・おみやげ
ガイド」を電子版としても掲載

ｂ 紙冊子の配布
次の冊子を発行し、参加者等へ配布

・ながさきグルメ・おみやげガイド
・長崎市団体受入飲食店ガイド

各店舗情報までつながるグルメ情報に遷移

（ア）取組概要
MICE参加者の地元飲食店等の利用促進により、飲食

事業者等の収益拡大につなげるため、学会参加者等を
ターゲットとして特設サイトでグルメ情報等を提供す
るほか、紙冊子も学会向けに配布している。

グルメページ

「さしみシティ」関連グルメページ 23



ア 長崎遊学券

２ 周遊促進の取組み

⑷ 修学旅行

 長崎に修学旅行で訪れる児童・生徒を対象に、事前学習や周遊を目的に販売している
お得なガイドブックである。
   市内観光施設5か所（グラバー園、長崎市恐竜博物館、長崎市旧香港上海銀行長崎支店
記念館、長崎歴史文化博物館、長崎孔子廟）の入場券とその他の観光施設19か所の割引
券付きで、小学生、中学生、高校生のいずれも700円で販売している。
   長崎の歴史や観光情報、訪問時のモデルプランなどが多数掲載されており、修学旅行
の事前学習や周遊時に活用できる便利な1冊となっている。

(ア) 事業概要

【DMO】 学校等からの申込受付や事業全体の総括及び運営

(イ) 運営体制

(ウ) 販売冊数

令和７年度実績 53,950冊

※最大1,150円お得！

【入場施設一覧】

24



イ ながさき平和・歴史ガイド

(ア) 事業概要

長崎に修学旅行で訪れる児童・生徒を対象に、平和エリアや歴史・文化エリア
においてガイドによる案内を実施し、観光資源を横断的に巡る周遊観光を促進
するとともに、長崎固有の歴史・文化・平和の価値への理解を深めている。

【DMO】 旅行会社等からの申込受付やガイド手配等運営に係る事務

(イ) 運営体制

(ウ) 利用者数

令和７年度実績 ２５，５４６人

２ 周遊促進の取組み

⑷ 修学旅行

25



３ 周遊観光の課題
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３ 周遊観光の課題

⑴ 受入態勢の充実

ア 公共トイレの不足
・特に、浜町商店街を含むまちなかにおいて、民間トイレはあるが、観光客が利用できる公共トイレが不足している。
・長崎市において新たにトイレを整備することは、土地や場所の確保、多額のイニシャルコストや維持管理コストがかかる。

27

【まちなかエリア】 【南山手エリア】 【平和公園エリア】

ー 爆心地公園～城山小学校コース

ー 爆心地公園～平和公園～浦上天主堂
～如己堂・永井隆記念館～山里小学校コース

ー 出島電停～出島～観光バス乗降場
～新地中華街電停～新地橋広場～中華街

ー 観光バス乗降場～浜の町アーケード～眼鏡橋

※円は範囲を示すものではなく、トイレの位置を見やすいように可視化したものです。

ー 松が枝ターミナル～大浦海岸通電停～県営常盤駐車場

ー 大浦天主堂電停～グラバー園～オランダ坂～孔子廟



３ 周遊観光の課題

イ オーバーツーリズムの発生

ベビー

シート

オスト

メイト

車いす

対応

ウォッシュ

レット

公衆トイレ・公園トイレ

（桜町公園、中町公園など３５か所）
89 15 37 32 69 1 1 30 16 12 28 6

公共トイレ

（長崎市管轄　施設トイレ）
134 28 66 39 119 0 0 29 23 16 26 22

うち多目的トイレ機能内訳
女子個室

（和式）

女子個室

（洋式）

男女共用

 （和式）

男女共用

（洋式）

多目的

トイレ

男子

小便器数

男子個室

（和式）

男子個室

（洋式）

＜参考＞公衆トイレ・公園トイレ、公共トイレの整備状況

Pokémon GO ワイルドエリア
長崎開催時の状況

 大型クルーズ客船の入港時や、ランタンフェスティバル
などの大型イベント開催時に、交通の要衝地や観光地周
辺において、観光客が集中することにより、局地的な混雑
が発生している。

28

クルーズ客船入港時の
電停の混雑状況



３ 周遊観光の課題

○令和7年長崎市日本人観光動向調査（抜粋）

ウ 長崎駅から目的地へのアクセスの改善
令和７年長崎市日本人観光動向調査において、二次交通に対する観光満足度は、大変満足と満足を合わせて

64.5％となっている一方、不満、大変不満があわせて6.1％ある。
不満、大変不満と答えた方の、 「改善してもらいたい点・要望」として寄せられた主な意見は次のとおりである。

・バスがわかりにくい（乗り方、バス停の場所、ルートなど）
・バスや路面電車の最終便が早い
・路電の混雑時は使いにくい
・バスと路電の使い方マップが欲しい
・路電がバリアフリーでない

このことから、乗り場などわかりやすい案内や、使い方マップといった部分の改善が必要である。

64.5％ 6.1％

29



３ 周遊観光の課題

【参考】長崎駅（東口）での二次交通アクセスの取り組み
 西九州新幹線の開業にあわせ、暫定形で運用を開始した東口交通広場では、二次交通となる路線バス・タクシーの

乗降場、貸切バス駐車場等を整備。
   二次交通への誘導としては、駅舎から国道に向かう東西軸上に、誘導サインやマップ等を設置しているが、現在、多
目的広場や交通広場が整備中であり、長崎駅前バス停（国道北向き）も仮設であるため、誘導サイン等の一部は暫定
的な対応に留まっている。

東西軸上に設置しているマップ

案内サイン（拡大図）
（地図にバス乗場や電停を明記）

誘導サインの設置状況
（各バス停に標柱を設置）

主要観光地別のりば（拡大図）

30



３ 周遊観光の課題

（ア） 周辺部へのアクセス状況

＜野母崎方面＞
長崎駅からのバス便は、日中概ね１時間に１本程度あるが、１０～１４時の間は、栄上バス停で乗換が必要
 主な観光施設：ベネックス恐竜博物館、軍艦島資料館 ほか

交通手段：長崎バス 樺島行
所要時間： 約1時間 （長崎駅前南口～恐竜パーク前）

 
 ＜外海方面＞

長崎駅からのバス便は限られており、桜の里行に乗車し、桜の里バスターミナルでさいかい交通の瀬戸・板の浦に乗換が必要
主な観光施設：出津教会堂、大野教会堂 ほか
交通手段：長崎バス・さいかい交通 瀬戸・板の浦行
所要時間： 約１時間10分 （長崎駅前～出津）

31



３ 周遊観光の課題

＜高島＞
主な観光施設：石炭資料館、旧グラバー別邸
交通手段：野母商船 長崎～伊王島～高島航路
所要時間：約４０分

＜池島＞
主な観光施設：池島炭鉱施設
交通手段：神浦港・瀬戸港からの航路
所要時間：約１５～３０分

32

＜長崎港発着＞



３ 周遊観光の課題

 ア 観光消費の地域的偏在

令和7年の日本人観光動向調査によれば、訪問客の市内
における訪問・訪問予定先の割合は、長崎駅周辺の商業施
設の42.8％に対し、浜町周辺の商業施設は10.9％にとど
まり、回遊の偏りが見られる。

 また、令和7年の市内観光関連事業者調査においては、
浜町周辺の衰退を危惧する意見も見られた。

⑵ 訪問客の回遊促進による消費の拡大

令和7年長崎市日本人観光動向調査

令和7年市内観光関連事業者調査
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３ 周遊観光の課題

イ 訪問客への情報提供

訪問客の「旅ナカ」における情報収集元については、
SNSや地図系アプリといったデジタル媒体が上位を
占めており、スマートフォンが重要な情報取得ツール
となっている。

 このような中、Googleビジネスプロフィールの活
用について観光関連事業者に調査したところ、飲食業、
卸・小売業の4割が「既に活用している」、さらに3割
が「今後活用したい」と回答しており、デジタルツール
の活用に対する前向きな意欲がうかがえる。

令和7年長崎市日本人観光動向調査

令和7年長崎市日本人観光動向調査

令和7年長崎市日本人観光動向調査

Googleビジネスプロフィールの活用について（令和7年市内観光関連事業者調査） 34



３ 周遊観光の課題

⑶ 担い手不足
 ア さるくガイドの高齢化

さるくガイドが高齢化しており、若年層を中心とした新たな担い手の顕在化や育成に
取り組む必要がある。そのような中、長崎さるく20周年を契機とした若年層とタイアッ
プした取り組みを実施している。

（ア）Peace Education Labの「Peace Tour」との連携
平和公園周辺で長崎の若者が案内する体験プログラム。これまでの「ガイド」とい

う概念とは異なり、平和活動を行う若者が、自身の思いも含めて案内する「バディ」
として、一方的に知識を伝えるのではなく、対話を通じて現地でしか出会うことがで
きないような問いと向き合う時間をつくる。

（イ）まち歩き団体×大学生高校生とタイアップした取組み
まち歩き団体「長崎コンプラドール」において、長崎大学生や県立長崎東高校生の

「車いすさるく」のまち歩きイベントを開催した。

若年層の取組みを顕在化し、持続可能なまち歩き観光を提供による周遊観光の促進
県立長崎東高校生の
車いすさるくの様子
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４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性
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４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性

⑴ 観光客が利用できるトイレの充実

ア まちなかトイレの個数の充実
・ まちなかに多くある商業施設、店舗等の民間施設の協力を得て、これらの民間施設のトイレを開放してもらうことで、トイレ
の個数の充実を図りたい。

・ 他都市では、多くの訪問客が訪れる場所にある民間トイレ所有者の協力を得て、市民や観光客向けにトイレを開放している
事例もあることから、まちなかの宿泊施設や商店街などのご意見もお聞きしながら、民間トイレの活用について検討する。

37

イ 公共トイレの機能の充実

・ 公共トイレの整備にあたっては、平成２６年３月に策定した「長崎まちなか公共トイレ整備指針」を参考に計画的に機能充
実を図るものとする。

・ 多目的トイレ以外の一般トイレについては、男女とも個室トイレは、和式便器を１個残して、残りは、計画的に洋式化へ改修
していく。さらに、洋式トイレは、温座便座への改修も進める。

・ 多目的トイレについては、車いす使用者や乳幼児連れ利用者に配慮した設備を有する便房を設置するように努める。

＜必要な設備＞
・オストメイト ・ベビーシート ・ウォシュレット ・手荷物棚 ・フック ・サニタリーボックス

ウ トイレマナーの周知

・ 外国人観光客のマナー改善を図るため、ポスター、チラシ、ステッカー等により周知を図る。



４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性

⑵ オーバーツーリズムへの対応

ランタンフェスティバルの警備

・ 乗客2000名以上のクルーズ客船や2隻同時の入港時のような混雑が見込まれる際、大浦海岸通電停及び新地中華
街電停周辺の横断歩道に警備員を配置するともに、電停の警備及び乗車を誘導する長崎電気軌道と連携して、安全の
確保を図っている。

・  大型イベント時の警備については、主催者の自主警備が原則であるため、ランタンフェスティバルやPokémon GO 
ワイルドエリア長崎のような、共催イベントの開催時に、警備員及び誘導員を配置し、交通安全の確保を図っている。

信号がない横断歩道の警備

38



４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性
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⑶ 交通アクセスの強化

ア 長崎駅利用者の二次交通への案内強化

今後、長崎駅前バス停（国道北向きバス停）が歩道橋下に設置されるなど、東口の二次交通への動線が完成形に近づくこと
にあわせ、東西軸に設置している誘導サインやマップの更新を図るとともに、新たに各観光地の案内を行うデジタルサイネー
ジを設置することで、長崎駅から二次交通への案内を強化する。

長崎駅

国道
202号

駅舎を出た
ところで案内

昇降場の
手前で案内 歩道橋上で案内

長崎駅東口 二次交通（路線バス・路面電車）への誘導の考え方



４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性

拡大図

マップを更新

【参考】二次交通への誘導サイン・マップ等の設置イメージ

40

新設（デジタルサイネージ）

※配信内容は主要観光地の案内などを想定



４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性

 ア AIOによる旅マエ情報発信の強化

訪問客が旅マエで情報取得をする際、ＡＩ検索の普及により、
 AIから観光サイトへの流入や観光サイトを訪れずAIへの質問だけで
 情報を取得する 傾向が進んでいる。
  今後、ＡＩが情報を拾い上げやすいように、長崎市公式観光サイト
「travel nagasaki」のデータの構造化などAIO（AI Optimization：

 AI検索最適化）に取り組んでいく。

⑷ 訪問客の回遊促進による消費拡大

イ 旅ナカの情報取得環境の強化

 Google mapに「マップに相談」の機能が、今年8月より日本で
提供が始まった。この機能は、生成AI 「Gemini」を活用した、
自然な会話形式でお店やプランの提案を受けられる会話型検索機
能で、Google ビジネスプロフィールのデータから回答を生成する
もの。

 このため、事業者のGoogle ビジネスプロフィールの登録を支援
していく。

41



４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性

ウ 回遊促進施策の実施

長崎スタジアムシティ来訪者にまちぶらプロジェクトエリアも満喫してもらう官民連携企画の実施

長崎スタジアムシティ まちぶらプロジェクトエリア

実施例

まちぶらプロジェクトエリアへの
回遊促進、サポーター等の満足度向上

プロスポーツに対する市民意識向上、
長崎スタジアムシティへの回遊促進

スタンプラリー 試合後のサポーターおもてなしイベント

地元商店街、大学、協力企業 など

眼鏡橋のライトアップ
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４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性

⑸ デジタル技術（DX）を活用した周遊誘導
ア DXさるく

長崎さるく20周年の取組みの柱の1つに「観光DXの推進」を掲げる中で、スマートフォンを活用した新しい
さるくを導入予定（令和8年11月～）
→インバウンドや若年層の取り込みにより、まち歩き参加者を増やし、周遊促進につなげる。

スマートフォンを活用した新しいさるくのラインナップ
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４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性

⑹ 位置情報サービスを活用した観光客の回遊促
進及び消費機会の創出

スマートフォン等から取得される位置情報データを活
用し、観光客の来訪状況や周遊ルート、滞在時間等の分
析を行っている。

   分析結果に基づき、観光客のニーズに応じた情報提供
や立ち寄りスポットへの誘導を強化することで、市内周
遊の促進及び観光消費額の拡大につなげている。
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４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性

⑺ 地域資源を活かした周遊コンテンツの開発
DMOを中心として観光事業者と連携し、高付加価値なガイドツアーや体験商品を造成・販売することで、

市内周遊の促進、滞在時間の延長及び観光消費額の向上を図り、観光による経済効果の地域全体への波及
を目指す。
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４ 周遊観光の促進に向けた施策の方向性
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【イメージ図:夜景キャンペーン】 【イメージ図:専用灯具チェックイン】

⑻ 夜景・ナイトタイムエコノミーと連動した夜間周遊
長崎市内に点在する既存ライトアップ施設（グラバー園、洋館群、出島など）に、スマートフォンで読み取る専用灯具

を設置し、スタンプラリー形式による周遊促進、滞在時間の延長を図る。
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